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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表されることを特徴とする色素化合物。

［式（１）中、Ｒ1は、水素原子、エチル基、ベンジル基の何れかを表し、Ｒ2は、ｔｅｒ
ｔ－ブチル基又はフェニル基が有する水素原子のうちの１つがスルホン酸基に置換された
１－フェネチル基を表し、Ｒ3は、メチル基又はフェニル基を表し、Ｘ1は、水素原子又は
カルボキシル基を表し、Ｘ2は、水素原子又はスルホン酸基を表し、Ｘ3は、水素原子を表
し、Ｍは、カウンターイオンを表す。］
【請求項２】
　水性媒体及び色素化合物を少なくとも含有するインクにおいて、上記色素化合物が、請
求項１に記載の色素化合物であることを特徴とするインク。
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【請求項３】
　インクジェット記録用である請求項２に記載のインク。
【請求項４】
　色素化合物として、更に銅フタロシアニン化合物を含有する請求項２又は３に記載のイ
ンク。
【請求項５】
　前記銅フタロシアニン化合物が、下記一般式（５）又は下記一般式（６）で表される請
求項４に記載のインク。

［式（５）中、Ｒ4及びＲ5は、それぞれ独立に、水素原子、－ＳＯ3Ｍ及び－ＣＯＯＭの
何れかを表し（但し、Ｒ4及びＲ5が同時に水素原子となる場合を除く）、Ｙは、塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基を表す。フタロシアニン環へ
の置換基の置換位置は、β位であり、Ｍはカウンターイオンを表す。ｌは０乃至２、ｍは
１乃至３、ｎは１乃至３の整数値を表し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３又は４の整数値である。］

［式（６）中、フタロシアニン環への置換基の置換位置は、β位であり、Ｍはカウンター
イオンを表す。］
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な色素化合物、及び該化合物を含有してなるインクに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年における記録技術の目覚ましい発展により、非常に簡便に高品質なカラー記録、画
像出力が可能になっている。特に、パーソナルコンピュータ及び入出力機器として、デジ
タルカメラやスキャナ、インクジェットプリンタ、カラーレーザープリンタ等を利用する
ことが一般化している。特に、インクジェット記録方法を用いた記録装置は、材料費が安
価であること、高速記録が可能なこと、記録時の騒音が少ないこと、カラー記録が容易に
得られることから、急速に普及し、更なる発展が要望されている。即ち、より高精細な画
像や書面をより簡便に出力することができ、しかも色再現にも優れた画像が得られ、更に
長期間にわたってこの状態が保持されることが求められている。
【０００３】
　この際に使用されるインクジェット記録用インクの構成材料である色材は、水溶性染料
を用いるのが一般的であるが、水溶性染料を含有するインクにより形成された記録画像は
、一般的に画像の耐久性に劣るという問題があった。これに対して、色材に顔料を用いた
インクは、形成した記録画像の耐久性という面では優れているが、顔料粒子の影響によっ
て光の散乱を受けやすい。このため、染料を用いたインクの場合と比較して、顔料を用い
たインクは、画像の色再現性や画像の透明性に劣るという別の問題があった。
【０００４】
　上記した問題を解決し、画像の色再現性及び透明性を保ちつつ、保存安定性をも満足し
た画像形成を可能とする目的で、光や空気中の酸化性ガス（ＮＯX、ＳＯX、オゾン等）に
対する耐候性が高い水溶性染料をインクに用いることが検討されている。特に、イエロー
色素でこれらの問題を解決し、画像の色再現性及び透明性を保ちつつ、保存安定性をも満
足した画像形成を可能とすることを目的として、高発色水溶性イエロー染料としてピリド
ンアゾ色素を用いることが提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　又、ジアゾ成分のｏ－位にカルボキシル基を有する染料が優れた耐候性を有する染料と
して提案されている（特許文献２参照）。しかし、この文献に開示されている染料をイン
ク成分として使用して画像を形成した場合には、得られた画像が十分な耐候性、特に耐オ
ゾン性を有しないという問題があった。又、画像の耐湿性に関しても十分な性能が得られ
ていなかった。
【０００６】
　又、近年ではＲＧＢ画像を忠実に再現するために、発色性に優れた、レッド、グリーン
、ブルーインク等の特色インクを用いるインクジェット印刷法が提案されている（特許文
献３参照）。特にグリーン領域においては、新緑や景色等の自然画や、人工色により彩ら
れる商品の画像等を形成するために、色再現範囲が広く、且つ、鮮やかさ、透明感、コン
トラストが優れていることが重要であり、より良好な色調で且つ耐候性、耐湿性の高いグ
リーンインクが求められている。
【０００７】
　一方、高発色水溶性イエロー染料の重要な中間体である、６－ヒドロキシ－２－ピリド
ン－３－カルボン酸アミド化合物を製造する方法として、下記の方法が提案されている。
即ち、β－ケトエステルとマロン酸ジアミドの縮合、若しくはβ－ケトアミドとマロン酸
モノアミド－モノエステルの縮合による製造方法が開示されている（特許文献４参照）。
【０００８】
　しかしながら、この従来の製造方法は、原料の入手性、適用範囲の制約、低収率である
場合がしばしばある等の問題を有していた。ここで、置換アミド化合物を得る目的で、シ
アノ基を酸触媒中でアルコール又はアルケンと反応させる反応は、Ｒｉｔｔｅｒ反応とし
て知られている（非特許文献１参照）。しかしながら、このＲｉｔｔｅｒ反応を、ピリド
ン化合物に適用した例はこれまでに報告されていない。
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－２８８３９３公報
【特許文献２】特表２００３－５１０３９８公報
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【特許文献３】特開２００２－３６３４５５公報
【特許文献４】特開昭４８－４４２６３号公報
【非特許文献１】J.J.Ritter and P.P.Minieri,J.Am.Chem.Soc.,70,4045(1948)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、発色性、透明性等の分光反射特性に優れ、特に、画像形成に用いた場
合に、優れた耐光性、耐オゾン性、耐湿性を示す色素化合物を提供することである。又、
本発明の別の目的は、インクジェット記録用インクとした場合に、良好な色調を有し、し
かも保存安定性に優れた画像を与える水性インクを提供することである。更に本発明の別
の目的は、該色素化合物を銅フタロシアニン化合物とともに用いることによって、良好な
特性をもつグリーンインクを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的は、以下の本発明によって達成される。即ち、本発明は、下記一般式（１）で
表されることを特徴とする色素化合物を提供する。

［上記式（１）中、Ｒ1は、水素原子、エチル基、ベンジル基の何れかを表し、Ｒ2は、ｔ
ｅｒｔ－ブチル基又はフェニル基が有する水素原子のうちの１つがスルホン酸基に置換さ
れた１－フェネチル基を表し、Ｒ3は、メチル基又はフェニル基を表し、Ｘ1は、水素原子
又はカルボキシル基を表し、Ｘ2は、水素原子又はスルホン酸基を表し、Ｘ3は、水素原子
を表し、Ｍは、カウンターイオンを表す。］
【００１３】
　更に本発明は、水性媒体及び色素化合物を少なくとも含有するインクにおいて、上記色
素化合物が、前記一般式（１）で表される色素化合物であることを特徴とする水性インク
、特に好適には、インクジェット記録用インクを提供する。
【００１４】
　又、本発明は、前記一般式（１）で表される色素化合物に加えて、色素化合物として、
更に銅フタロシアニン化合物、特に、下記一般式（５）又は（６）で表される銅フタロシ
アニン化合物を含有してなることを特徴とするグリーンインクを提供する。
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［式（５）中、Ｒ4及びＲ5は、それぞれ独立に、水素原子、－ＳＯ3Ｍ及び－ＣＯＯＭの
何れかを表し（但し、Ｒ4及びＲ5が同時に水素原子となる場合を除く）、Ｙは、塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基を表す。フタロシアニン環へ
の置換基の置換位置は、β位であり、Ｍはカウンターイオンを表す。ｌは０乃至２、ｍは
１乃至３、ｎは１乃至３の整数値を表し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３又は４の整数値である。］
【００１５】

［式（６）中、フタロシアニン環への置換基の置換位置は、β位であり、Ｍはカウンター
イオンを表す。］
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、発色性、透明性等の分光反射特性に優れ、画像形成に用いた場合には
、高い耐候性、耐湿性を示す画像を与える有用な色素化合物が提供される。又、該色素化
合物をインク用の色材として用いることで、良好な色調を有する水性インクが提供される
。該水性インクは、例えば、インクジェット記録用のインクとして有効に用いることがで
きる。又、本発明で提供する上記の優れた色素化合物に、更なる色素化合物として銅フタ
ロシアニン化合物を用いることで、より有効なグリーンインク、特には、インクジェット
記録用のグリーンインクが提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
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　以下に、好ましい実施の形態を挙げて、本発明を更に説明する。本発明者らは、前記し
た従来技術の課題を解決すべく鋭意検討の結果、下記一般式（１）で表される色素化合物
は、発色性、透明性等の分光反射特性に優れ、しかも、光や空気中の酸化性ガスに対して
高い耐候性を示す色素であることを見出して、本発明に至った。特に、一般式（１）で表
される色素化合物を用いて水性インクとした場合は、良好な色調を有するインクジェット
記録に好適なインクの提供が可能となる。以下、下記一般式（１）で表される色素化合物
、及び該色素化合物を工業的に有利に製造する製造方法について説明する。
【００１８】
［色素化合物］
　本発明の色素化合物は、下記一般式（１）で表されることを特徴とする。

［上記式（１）中、Ｒ1は、水素原子、置換してもよいアルキル基、置換してもよいアリ
ール基、置換してもよいアラルキル基を表し、Ｒ2は、置換してもよいアルキル基、置換
してもよいシクロアルキル基、置換してもよいアラルキル基を表し、Ｒ3は、置換しても
よいアルキル基、置換してもよいアリール基、置換してもよいアラルキル基を表し、Ｘ1

乃至Ｘ3は、それぞれ独立に、水素原子又は任意の置換基を表し、Ｍは、カウンターイオ
ンを表す。］
【００１９】
　上記一般式（１）で表される色素化合物、その好適な一般式（２）で表される色素化合
物、これらの色素化合物等を製造する際に原料として用いる前記した一般式（３）の化合
物、及び、一般式（４）の化合物について詳細に説明する。先ず、一般式（１）及び一般
式（３）中のＲ1及びＲ3について詳細に説明する。これらの式中のＲ1及びＲ3におけるア
ルキル基は、特に限定されるものではないが、炭素数が１乃至９のアルキル基であること
が好ましい。これは、炭素数が１０以上のアルキル基である場合は、一般式（１）で表さ
れる色素化合物が水に溶け難くなるためである。式中のＲ1及びＲ3がアルキル基である場
合のより好ましい例としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、
ｎ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基及び２－エチルヘキシル基等が挙
げられる。
【００２０】
　前記一般式（１）及び一般式（３）中のＲ1及びＲ3は、アリール基であってもよく、こ
の場合も特に限定されるものではないが、例えば、フェニル基、ナフチル基等が挙げられ
る。前記一般式（１）及び一般式（３）中のＲ1及びＲ3は、アラルキル基であってもよく
、この場合も特に限定されるものではないが、例えば、ベンジル基、フェネチル基等が挙
げられる。
【００２１】
　一般式（１）及び一般式（３）中のＲ1及びＲ3は、それぞれ独立に、上記したような、
アルキル基、アリール基及びアラルキル基を表すが、これらは、更に置換基により置換さ
れていてもよい。この場合の置換してもよい基としては、Ｒｉｔｔｅｒ反応に不活性であ
れば特に限定されるものではないが、下記のような置換基が挙げられる。例えば、ハロゲ
ン原子、ニトロ基、カルバモイル基、アミド基、スルファモイル基、スルホンアミド基、
アルコキシ基、イオン性基等である。一般式（１）及び一般式（３）中のＲ1及びＲ3とし
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て特に好適なものは、原料入手の容易性、水への溶解性の点から、Ｒ1が水素原子であっ
て、Ｒ3がメチル基である化合物である。
【００２２】
　次に、上記一般式（１）及び一般式（２）中のＲ2について説明する。前記一般式（１
）及び前記一般式（２）中のＲ2がアルキル基である場合、アルキル基は特に限定される
ものではないが、炭素数が１乃至８のアルキル基が好ましい。これは、炭素数が９以上の
アルキル基である場合は、一般式（１）或いは（２）で表される色素化合物が水に溶け難
くなるためである。式中のＲ2がアルキル基である場合のより好ましい例としては、下記
のアルキル基が挙げられる。ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチ
ル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、ネオ
ペンチル基、ｔｅｒｔ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基及び２－エチルヘキシル基等である
。
【００２３】
　又、前記一般式（１）及び前記一般式（２）中のＲ2がアルキル基である場合において
、アルキル基は、更に置換基が置換されているものであってもよい。置換してもよい基と
しては、Ｒｉｔｔｅｒ反応に不活性であれば特に限定されるものではないが、下記のよう
な置換基が挙げられる。例えば、ハロゲン原子、ニトロ基、カルバモイル基、アミド基、
スルファモイル基、スルホンアミド基、アルコキシ基、置換してもよい複素環基、及びイ
オン性基等である。置換してもよい複素環基としては、テトラヒドロフリル基、フリル基
、ピリジル基、イミダゾリル基及びメチルチアゾリル基等が挙げられる。
【００２４】
　前記一般式（１）及び前記一般式（２）中のＲ2がシクロアルキル基である場合、シク
ロアルキル基は、特に限定されるものではないが、例えば、シクロペンチル基、シクロヘ
キシル基、シクロヘプチル基等が挙げられる。又、該シクロアルキル基中の炭素原子を一
部若しくは全てをヘテロ原子に置換したものであってもよい。具体例としては、テトラヒ
ドロフリル基、テトラヒドロピラニル基、ピロリジニル基、ピペラジニル基、モルホリニ
ル基等が挙げられる。中でも炭素数が５乃至１２のシクロアルキル基が好ましい。これは
、前記一般式（２）中のＲ2を炭素数が１３以上のシクロアルキル基とした場合は、色素
化合物が水に溶け難くなるためである。
【００２５】
　前記一般式（１）及び前記一般式（２）中のＲ2がアラルキル基である場合において、
アラルキル基は、特に限定されるものではないが、例えば、ベンジル基、フェネチル基、
フェニルプロピル基等が挙げられる。特にＲ2が、少なくとも一つのイオン性基で置換さ
れているフェネチル基、フェニルプロピル基である場合における一般式（１）及び前記一
般式（２）の色素化合物は、水への溶解性の点で好ましいものとなる。
【００２６】
　又、前記一般式（１）及び前記一般式（２）中のＲ2が、上記したようなシクロアルキ
ル基或いはアラルキル基である場合に、これらの基は、更に置換基により置換されていて
もよい。置換してもよい基としては、Ｒｉｔｔｅｒ反応に不活性であれば特に限定される
ものではないが、ハロゲン原子、ニトロ基、カルバモイル基、アミド基、スルファモイル
基、スルホンアミド基、アルコキシ基及びイオン性基等が挙げられる。
【００２７】
　前記一般式（１）、前記一般式（２）及び一般式（４）中のＸ1乃至Ｘ3について説明す
る。これらの式中のＸ1乃至Ｘ3は、水素原子又は任意の置換基を表す。ここで、任意の置
換基とは、特に限定されるものではなく、例えば、下記に挙げるようなものを意味する。
アルキル基、アルコキシ基、ハロゲン原子、カルバモイル基、アミド基、スルファモイル
基、スルホンアミド基、水酸基、シアノ基、ニトロ基、アルキルエステル基、及びイオン
性基である。中でも、Ｘ1乃至Ｘ3の少なくとも一つがイオン性基であることが、より好ま
しい。これは、Ｘ1乃至Ｘ3の少なくとも一つをイオン性基とすることによって、前記一般
式（１）或いは（２）で表される色素化合物は、優れた色調を示すものとなるからである
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【００２８】
　ここでイオン性基とは、陽イオン性基と陰イオン性基の両方を含む。陽イオン性基とし
ては、第１級アミノ基、第２級アミノ基、第３級アミノ基及び第４級アミノ基、イミノ基
、ピリジニル基等が挙げられる。陰イオン性基としては、カルボキシル基、スルホン基、
りん酸基等が挙げられる。
【００２９】
　後述の一般式（５）及び（６）も含めた各一般式中のＭはカウンターイオンを表す。好
ましいカウンターイオンとしては、下記のものが挙げられる。即ち、水素原子；リチウム
、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属のイオン；
アンモニウム、メチルアンモニウム、ジメチルアンモニウム、トリメチルアンモニウム、
テトラメチルアンモニウム；
エチルアンモニウム、ジエチルアンモニウム、トリエチルアンモニウム、テトラエチルア
ンモニウム；
ｎ－プロピルアンモニウム、イソプロピルアンモニウム、ジイソプロピルアンモニウム；
ｎ－ブチルアンモニウム、テトラｎ－ブチルアンモニウム、イソブチルアンモニウム；
モノエタノールアンモニウム、ジエタノールアンモニウム、トリエタノールアンモニウム
等のアンモニウム又は有機アンモニウムが挙げられる。上記した中でも特に好ましいのは
、水素原子、リチウムイオン、ナトリウムイオン、カリウムイオン及びアンモニウムであ
る場合である。
　尚、式中のＭは、例えば、本発明の色素化合物を用いてインクジェット記録用の水性イ
ンクとした場合には解離してカウンターイオンとなると考えられるため「カウンターイオ
ンを表わす」としたが、インク中で解離していないものを排除する意味ではない。他の色
素化合物における「カウンターイオンを表わす」の語も同様である。
【００３０】
［色素化合物の製造方法］
　本発明の新規色素化合物の製造方法について以下に説明する。本発明の色素化合物の製
造方法は、以下の２工程を有することを特徴とする。即ち、［１］下記一般式（３）で表
されるニトリル化合物を、酸触媒の存在下、アルコール若しくはアルケンと反応させる工
程（以下、第１工程）と、
次いで、上記［１］の工程で得られた反応物と、下記一般式（４）のアニリン誘導体のジ
アゾ成分とをカップリングさせるカップリング工程（以下、第２工程）とを有することを
特徴とする。尚、一般式（３）の化合物には、ヒドロキシピリジン系の化合物の互換変異
体が存在する。
【００３１】

［式（３）中、Ｒ1は、水素原子、置換してもよいアルキル基、置換してもよいアリール
基、置換してもよいアラルキル基を表し、Ｒ3は、置換してもよいアルキル基、置換して
もよいアリール基、置換してもよいアラルキル基を表す。］
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［式（４）中、Ｘ1乃至Ｘ3は、それぞれ独立に、水素原子又は任意の置換基を表す。］
【００３２】
　以下、上記した各工程で使用する材料及び各工程で行う操作についてそれぞれ説明する
。原料として用いる上記一般式（３）で表されるニトリル化合物、及び一般式（４）で表
されるアニリン誘導体については、先に詳述した。
【００３３】
［１］第１工程
　本発明の製造方法の第１工程では、上記一般式（３）で表されるニトリル化合物を、酸
触媒の存在下、アルコール若しくはアルケンと反応させる。この際に用いることのできる
酸触媒としては、濃硫酸、過塩素酸、燐酸、ポリ燐酸、蟻酸及び三フッ化ホウ素等が挙げ
られる。特に好ましい酸触媒は濃硫酸であり、市販されている８５％或いは９８％の濃硫
酸を好適に使用することができる。酸触媒の濃度は特に限定されないが、前記一般式（３
）で表されるニトリル化合物１．０モルに対して、１．０モル～３０．０モル程度とする
ことが好ましい。
【００３４】
　本発明の製造方法の第１工程において反応溶媒を使用することは、特に限定されず、使
用しても、しなくてもよいが、下記に挙げるような反応溶媒を適量使用することが好まし
い。この場合に用いる反応溶媒としては、例えば、氷酢酸、無水酢酸、ジ－ｎ－ブチルエ
ーテル、クロロホルム、四塩化炭素、ヘキサン及びニトロベンゼン等が挙げられる。これ
らの中でも好ましい反応溶媒は、氷酢酸である。特に、酸触媒として好適な濃硫酸を使用
した場合に、反応溶媒として氷酢酸を使用することで反応収率を向上させることができる
。ただし、前記一般式（３）で表されるニトリル化合物と反応させるアルコールとして、
一級又は二級アルコールを使用する場合はエステルを形成してしまうため、氷酢酸を使用
すると収率が低下するので、この場合は好ましくない。
【００３５】
　本発明の製造方法の第１工程で行う反応は、下記に挙げるいずれの方法で行ってもよく
、特に限定されない。濃硫酸等の酸触媒中に、前記一般式（３）で表されるニトリル化合
物と、アルコール若しくはアルケンとを滴下する方法；
予め、前記一般式（３）で表されるニトリル化合物とアルコール若しくはアルケンとを混
合した後、この混合液中に酸触媒を滴下する方法の何れであってもよい。
【００３６】
　前記一般式（３）で表されるニトリル化合物と反応させるアルコール若しくはアルケン
の量は、特に限定されないが、本発明においては、例えば、下記のようにすることが好ま
しい。前記一般式（３）で表されるニトリル化合物１．０モルに対して、アルコール若し
くはアルケンの使用量を、１．０モル～５．０モルの範囲、より好ましくは、１．０モル
～２．５モルの範囲とする。即ち、アルコール若しくはアルケンの使用量が上記範囲より
も多い場合は、経済的に不利になるだけでなく、精製が困難になる場合があり好ましくな
い。又、酸触媒の滴下時の温度は、０℃～１０℃の範囲で行うのが好ましく、滴下後、１
時間乃至３時間で室温～６０℃にして反応を進行させるのが好ましい。即ち、６０℃以上
で反応を進めるとニトリルの加水分解物が生じ、収率が低下するので好ましくない。
【００３７】
　上記した第１工程で使用されるアルコールとしては、例えば、二級アルコール、三級ア
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ルコール、脂環アルコール、複素環アルコール、アラルキルアルコールが挙げられる。こ
れらの中でも好ましいものは、二級アルコール、三級アルコール、アラルキルアルコール
である。より具体的には、例えば、ベンジルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、
２－メチル－２－メタノール及び３－メチル－３－ペンタノール等が挙げられる。
【００３８】
　又、第１工程で使用されるアルケンとしては、下記のものが挙げられる。例えば、ヘキ
セン、ヘプテン、オクテン等の直鎖のアルケン；
２－メチル－２－ブテン、２－メチル－２－ペンテン、３，３－ジメチルアクリル酸、２
－メチル－２－プロペン－１－スルホン酸等の置換又は無置換の分岐のアルケン；
シクロペンテン、シクロヘキセン、シクロヘプテン、シクロオクテン、３－シクロペンテ
ン－１－カルボン酸等の置換又は無置換の環状のアルケン；
スチレン、ｐ－スチレンスルホン酸、ｐ－ビニル安息香酸等の置換又は無置換の芳香族ビ
ニル化合物；
２－ビニルピリジン、４－メチル－５－ビニルチアゾール等の置換又は無置換の複素環ビ
ニル化合物等が挙げられる。
【００３９】
［２］第２工程
　本発明の製造方法の第２工程では、上記した第１工程で得られる反応物と、前記一般式
（４）で表されるアニリン誘導体のジアゾ成分とをカップリングさせて、前記一般式（１
）で表される色素化合物を製造する。第１工程で得られる反応物とは、前記一般式（３）
で表されるニトリル化合物を、酸触媒の存在下で、アルコール若しくはアルケンと反応さ
せてできた反応物のことであるが、以下、この反応物をカップラーと呼ぶ。本発明の製造
方法の第２工程は、公知のカップリング方法により行うことができる。
【００４０】
　例えば、下記に挙げるような方法でカップリングを行えばよい。先ず、塩酸中で、前記
一般式（４）で表されるアニリン誘導体に亜硝酸ナトリウム水溶液を加えて、常法に従っ
てアニリン誘導体をジアゾ化する。そして、ジアゾ化した後、これを第１工程で得たカッ
プラー中に加えて、カップリング反応を行う。更に、反応液を貧溶媒に排出する等して生
成した化合物を濾別することで、前記一般式（１）で表される色素化合物を製造する。尚
、カップリング反応はこの方法に限定されるものではない。又、上記のような反応によっ
て得られる色素化合物は、通常の有機反応の後処理に従って処理した後、精製を行うこと
によって目的の用途に用いればよい。
【００４１】
　上記のようにして得られる色素化合物は、下記のような装置を用いて各分析を行うこと
で同定できる。即ち、本発明では、1Ｈ及び13Ｃ核磁気共鳴分光分析（ＥＣＡ－４００、
日本電子（株）製）、高速液体クロマトグラフィー（ＬＣ－２０Ａ、（株）島津製作所製
）、ＬＣ／ＴＯＦ　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳＤ　ＴＯＦ、Ａｇｉｌｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｉｅｓ社製）、ＵＶ／Ｖｉｓ分光光度計（Ｕ－３３１０形分光光度計、（株）日立製作所
製）の各装置を用いて同定を行った。
【００４２】
　上記のようにして得られる本発明の色素化合物は、鮮やかな色調を有し、その分光特性
により着色用色材、好ましくは画像情報の記録用材料として用いることができる。具体的
には以下に詳述する、インクジェット方式の記録用インクを始めとして、その他、印刷用
インク、塗料又は筆記具用インクの材料として用いることができる。特に好ましくは、イ
ンクジェット方式の記録用インクの色材として有用である。
【００４３】
［インク］
　次に、本発明の色素化合物を含有する水性インクの製造方法について説明する。本発明
のインクは、特にインクジェット記録用インクとして好適に用いることができる。前記一
般式（１）で表される本発明の色素化合物は、液状媒体等に溶解又は（及び）分散させる
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として水性媒体を用いるインクジェット記録用インクとする場合には、インク１００質量
部中に、本発明の色素化合物を、０．２質量部以上１０質量部以下の範囲で含有させるこ
とである。
【００４４】
　上記のインクを調製する場合に使用する水性媒体としては、水、又は水と水溶性有機溶
剤との混合媒体を使用できる。この際に使用する水溶性有機溶剤は、水溶性を示すもので
あれば特に制限はなく、例えば、アルコール、多価アルコール、ポリグリコール、グリコ
ールエーテル、含窒素極性溶剤、含硫黄極性溶剤等を使用することができる。これらの水
溶性有機溶剤は、インクの保湿性維持や色材の溶解性向上、インクの記録紙への効果的な
浸透等を考慮すると、水溶性有機溶剤の含有量を、インク全体の１０質量％以上４０質量
％以下の範囲とすることが好ましい。より好ましくは、１０質量％以上３０質量％以下の
範囲とする。又、本発明の色素化合物を色材として含むインク中における水の含有量は、
３０質量％以上９５質量％以下の範囲とすることが好ましい。このようにすれば、インク
中における色材の分散性、或いは溶解性を良好なものとし、インクジェット記録用とした
場合に安定したインク吐出のための粘度を有し、且つノズル先端における目詰まりを生じ
させないようにすることができる。
【００４５】
　インクの浸透性を制御する目的で、界面活性剤を添加させてもよい。この場合、イオン
性界面活性剤や非イオン性界面活性剤、高分子界面活性剤のような化学合成された界面活
性剤を用いることができる。その他、天然物由来及びこれを酵素等により改質したものも
用いることができる。これらの界面活性剤は、単独若しくは併用して用いることができ、
界面活性剤の総含有量は、インク全体の０．５質量％以上２０質量％以下であることが好
ましい。
【００４６】
　更に、インクとする場合には、上記成分以外にも、必要に応じて、ｐＨ調整剤、防錆剤
、防腐剤、防カビ剤、酸化防止剤、還元防止剤、蒸発促進剤、キレート化剤、水溶性ポリ
マー等、種々の添加剤を含有させてもよい。
【００４７】
　以上説明したようにして、本発明の色素化合物を用いて調製されたインクは、熱エネル
ギーの作用により液滴を吐出させて記録を行うインクジェット記録方式に好適に用いられ
る。本発明の色素化合物を含むインクは、他のインクジェット記録方法に適用することが
可能であり、更には、一般の筆記用具等に使用することも可能である。
【００４８】
　本発明の別の一実施態様にかかる記録用インクは、上記した本発明の色素化合物（以下
、水溶性ピリドンアゾ色素とも呼ぶ）に加えて、更に銅フタロシアニン化合物を含有する
インクが挙げられる。特に好ましいものとしては、水溶性ピリドンアゾ色素と銅フタロシ
アニン化合物とが、両者の質量比で、１０：１乃至１：１０の範囲で含有されている、グ
リーン色調用に調製されている記録用インクが挙げられる。
【００４９】
　銅フタロシアニン化合物としては、既存のものも含めて何れのものも使用できるが、特
に好ましくは、下記一般式（５）或いは（６）で表される化合物が挙げられる。これらの
化合物は特に、耐候性、発色性に優れており、本発明の水溶性ピリドンアゾ色素と混合し
た際の効果が大きいためである。これらの着色剤の使用に関しては、一般式（５）及び（
６）で表される銅フタロシアニン化合物から適宜に選択して、単独で、又は２種以上を混
合して用いることも可能である。
【００５０】
　一般式（５）で示される銅フタロシアニン化合物の中でも、下記に示した構造の化合物
（７）が、その発色性と耐候性のバランスから最も好適な化合物である。
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［上記化合物（７）中、ｌ＝０乃至２、ｍ＝１乃至３、ｎ＝１乃至３、但し、ｌ＋ｍ＋ｎ
＝３又は４を表す。置換基の置換位置は、β位を表す。］
【００５１】
　前記一般式（６）で示される化合物の具体例を以下に示すが、本発明に用いられる銅フ
タロシアニン化合物は、下記の例に限定されるものではない。

［上記化合物（８）中、置換基の置換位置は、β位を表す。］
【００５２】
［インクジェット記録方法及び装置］
　次に、本発明のインクを好適に使用できるインクジェット記録装置について説明する。
本発明のインクを用いて記録を行うのに好適な記録装置としては、これらのインクが収容
されるインク収容部を有する記録ヘッドの室内のインクに、記録信号に対応した熱的又は
力学的エネルギーを与え、該エネルギーによりインク液滴を発生させる装置が挙げられる
。
【００５３】
　図３に、このヘッドを組み込んだインクジェット記録装置の一例を示した。図３におい
て、６１はワイピング部材としてのブレードであり、その一端は、ブレード保持部材によ
って保持されて、固定端となりカンチレバーの形態をなす。ブレード６１は、記録ヘッド
による記録領域に隣接した位置に配設され、又、図３に示した例の場合は、記録ヘッドの
移動経路中に突出した形態で保持される。６２はキャップであり、ブレード６１に隣接す
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るホームポジションに配設され、記録ヘッドの移動方向と垂直な方向に移動して、吐出面
と当接しキャッピングを行う構成を具える。更に、図３中の６３は、ブレード６１に隣接
して設けられるインク吸収体であり、ブレード６１と同様、記録ヘッドの移動経路中に突
出した形態で保持される。
【００５４】
　上記ブレード６１、キャップ６２、吸収体６３によって吐出回復部６４が構成され、ブ
レード６１及び吸収体６３によってインク吐出口面の水分、塵やほこり等の除去が行われ
る。６５は、吐出エネルギー発生手段を有し、吐出口を配した吐出口面に対向する被記録
媒体にインクを吐出して記録を行う記録ヘッド、６６は、記録ヘッド６５を搭載して記録
ヘッド６５の移動を行うためのキャリッジである。キャリッジ６６はガイド軸６７と摺動
可能に係合し、キャリッジ６６の一部はモータ６８によって駆動されるベルト６９と接続
している。これにより、キャリッジ６６はガイド軸６７に沿った移動が可能となり、記録
ヘッド６５による記録領域及びその隣接した領域の移動が可能となる。
【００５５】
　５１は、被記録媒体を挿入するための給紙部、５２は不図示のモータにより駆動される
紙送りローラである。これらの構成によって記録ヘッドの吐出口面と対向する位置へ被記
録媒体が給紙され、記録が進行するにつれて、排紙ローラ５３を配した排紙部へ排紙され
る。
【００５６】
　上記構成において、記録ヘッド６５が記録終了等でホームポジションに戻る際、吐出回
復部６４のキャップ６２は記録ヘッド６５の移動経路から退避しているが、ブレード６１
は移動経路中に突出している。この結果、記録ヘッド６５の吐出口面がワイピングされる
。尚、キャップ６２が記録ヘッド６５の吐出面に当接してキャッピングを行う場合、キャ
ップ６２は記録ヘッドの移動経路中へ突出するように移動する。
【００５７】
　記録ヘッド６５がホームポジションから記録開始位置へ移動する場合、キャップ６２及
びブレード６１は上記したワイピング時の位置と同一の位置にある。この結果、この移動
においても、記録ヘッド６５の吐出口面はワイピングされる。上記した記録ヘッドのホー
ムポジションへの移動は、記録終了時や吐出回復時ばかりでなく、記録ヘッドが記録のた
めに記録領域を移動する間に所定の間隔で記録領域に隣接したホームポジションへ移動し
、この移動に伴って、上記ワイピングが行われる。
【００５８】
　図４は、ヘッドにインク供給部材、例えば、チューブを介して供給されるインクを収容
したインクカートリッジ４５の一例を示す断面図である。ここで４０は供給用インクを収
納したインク収容部、例えば、インク袋であり、その先端にはゴム製の栓４２が設けられ
ている。この栓４２に針（不図示）を挿入することにより、インク袋４０中のインクをヘ
ッドに供給可能にできる。４４は廃インクを受容するインク吸収体である。
【００５９】
　本発明で使用されるインクジェット記録装置としては、上記の如きヘッドとインクカー
トリッジとが別体となったものに限らず、図５に示すようにそれらが一体になったものも
好適に用いられる。図５において、７０は記録ユニットであって、この中にはインクを収
容したインク収容部、例えば、インク吸収体が収納されており、かかるインク吸収体中の
インクが複数のオリフィスを有するヘッド部７１からインク滴として吐出される構成にな
っている。７２は記録ユニット内部を大気に連通させるための大気連通口である。この記
録ユニット７０は、図３で示す記録ヘッド６５に代えて用いられるものであって、キャリ
ッジ６６に対して着脱自在になっている。
【００６０】
　図６に、上述のインクジェット記録装置に搭載可能なインクジェットカートリッジの一
例を示した。本例におけるカートリッジ１０１２は、シリアルタイプのものであり、イン
クジェット記録ヘッド１００と、インク等の液体を収容するための液体タンク１００１と
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で主要部が構成されている。インクジェット記録ヘッド１００は、液体を吐出するための
多数の吐出口８３２が形成されており、インク等の液体は、液体タンク１００１から図示
しない液体供給通路を介して液体吐出ヘッド１００の共通液室へと導かれるようになって
いる。図６に示したカートリッジ１０１２は、インクジェット記録ヘッド１００と液体タ
ンク１００１とを一体的に形成し、必要に応じて液体タンク１００１内に液体を補給でき
るようにしたものであるが、この液体吐出ヘッド１００に対し、液体タンク１００１を交
換可能に連結した構造を採用するようにしてもよい。
【実施例】
【００６１】
　以下、実施例及び比較例を挙げ本発明について詳しく説明するが、本発明はこれら実施
例に何ら限定されるものではない。尚、文中「部」及び「％」とあるのは特に断りのない
限り質量基準である。
【００６２】
［実施例１］
　下記のようにして、前記一般式（１）で表される色素化合物を得た。
【００６３】
＜合成例１＞
　前記一般式（１）で表される色素化合物として、式（１）中の、Ｘ1及びＸ3が水素原子
、Ｘ2が－ＳＯ3Ｍ、Ｒ1が水素原子、Ｒ2が－Ｃ（ＣＨ3）3、Ｒ3が－ＣＨ3、Ｍがナトリウ
ムである下記式で表される化合物（９）を合成した。

【００６４】
　先ず、下記のようにしてジアゾ成分と反応させるカップラーを得た。ニトリル化合物と
して、２，６－ジヒドロキシ－４－メチル－３－ピリジンカルボニトリル（一般式（３）
の化合物）を１０．０ｇ用い、これに反応させるアルコールとしてｔｅｒｔ－ブタノール
を１２．４ｇ用いた。又、反応溶媒として氷酢酸を５０ｍＬ、酸触媒として濃硫酸を２０
ｍＬ用いた。そして、これらの材料を氷冷下、液温０℃で３時間撹拌して反応させた。反
応後液温を徐々に室温に戻し、２４時間撹拌して反応させた。次いで、得られた反応液を
水１，８００ｍＬに注ぎ込み、析出した沈殿を濾別し、得られた沈殿を水で洗浄し、加熱
真空乾燥することでカップラー（１０．５ｇ、純度９６．３面積％）を得た。
【００６５】
　上記のようにして得られたカップラー９．９ｇを、炭酸ナトリウム２２．７ｇ、水１０
０ｍＬに溶解させ、液温０℃以下で撹拌してカップラー溶液とした。一方、５－スルホア
ントラニル酸を１０．０ｇ、濃塩酸を１１．２ｍＬ、水を１００ｍＬ用い、これらを氷冷
下、液温０℃以下で撹拌し、亜硝酸ナトリウム３．３ｇを水１０ｍＬに溶解させた溶液を
加え、１時間撹拌した。その後、スルファミン酸０．６ｇを加えて過剰の亜硝酸を分解し
た。このようにして得た溶液を、先に調製したカップラー溶液に３０分かけて滴下した。
２時間撹拌した後、液温を徐々に室温に戻し、濃塩酸でｐＨ＜１として、再び２時間撹拌
して酸析した。析出した沈殿を濾別し、炭酸ナトリウム水溶液で中和後、電気透析により
脱塩した。その後、エタノールと水との混合溶媒から再結晶することで、前記した化合物
（９）で表される構造の色素化合物を得た。上記で得られたものが上記の構造を有するこ
とは、前記で述べたのと同様にして行ったＮＭＲ分析、質量分析、ＨＰＬＣ分析及びＵＶ
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／Ｖｉｓ分光分析で確認した。以下に、その分析結果を示した。
【００６６】
［上記化合物（９）についての分析結果］
［１］1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＤＭＳＯ－ｄ6、室温）の結果（図１）：
　δ［ｐｐｍ］＝１．３４（ｓ、９Ｈ）、２．１９（ｓ、３Ｈ）、７．６５（ｄｄ、１Ｈ
）、７．７３（ｄ、１Ｈ）、７．９５（ｓ、１Ｈ）、８．３２（ｄ、１Ｈ）、１１．３６
（ｓ、１Ｈ）
【００６７】
［２］13Ｃ　ＮＭＲ（１００ＭＨｚ、ＤＭＳＯ－ｄ6、室温）の結果：
　δ［ｐｐｍ］＝１４．３、２８．５、５０．６、１１３．５、１２４．２、１２６．０
、１２８．２、１２９．４、１４３．１、１４３．２、１４５．７、１５９．８、１６２
．４、１６４．２、１６９．４
【００６８】
［３］質量分析（ＥＳＩ－ＴＯＦ）の結果：
　ｍ／ｚ＝４７３．０８（Ｍ－Ｎａ）-、４５１．１０（Ｍ－２Ｎａ＋Ｈ）-、２２５．０
５（Ｍ－２Ｎａ）2-

【００６９】
［４］ＨＰＬＣの結果：
　純度＝９８．８面積％、保持時間１２．０分（０．１ｍＭ　ＴＦＡ溶液－ＭｅＯＨ）
【００７０】
［５］ＵＶ／Ｖｉｓ分光分析の結果：
　λmax＝４２９ｎｍ、ε＝４２３０４Ｍ-1ｃｍ-1（溶剤：Ｈ2Ｏ、室温中）
【００７１】
＜合成例２＞
　前記一般式（１）で表される色素化合物として、該式（１）中の、Ｘ1及びＸ3が水素原
子、Ｘ2が－ＳＯ3Ｍ、Ｒ1が水素原子、Ｒ3が－ＣＨ3、Ｒ2が－ＣＨ（ＣＨ3）Ｃ6Ｈ4ＳＯ3

Ｍ、Ｍが、ナトリウムである下記式で表される化合物（１０）を合成した。
【００７２】

【００７３】
　先ず、下記のようにしてジアゾ成分と反応させるカップラーを得た。ニトリル化合物と
して、２，６－ジヒドロキシ－４－メチル－３－ピリジンカルボニトリル（一般式（３）
の化合物）を１０．０ｇ用い、これと反応させるアルケンとして、８０％のｐ－スチレン
スルホン酸ナトリウム４１．２ｇを用いた。反応溶媒として氷酢酸を５０ｍＬ、酸触媒と
して濃硫酸を３０ｍＬ用いた。上記ニトリル化合物とアルケンとを、上記酸触媒及び反応
溶媒中に、撹拌下、１０℃以下に保ちながら１時間を要して加えた。次いで、これを４５
℃乃至５０℃に昇温し、同温度で３０時間反応させた。その後、冷却し、氷水２５０ｇ中
に滴下した。この液を５℃乃至１０℃で５時間撹拌し、上記で使用した濃硫酸と等量にな
るように、塩化カルシウム水溶液を撹拌下１０℃以下で滴下し、沈殿してきた硫酸カルシ
ウムを濾別した。その後、濾液を炭酸ナトリウムでｐＨ６．５まで中和し、これをカップ
ラー溶液とした。
【００７４】
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　５－スルホアントラニル酸を１４．５ｇ、水を１５０ｇ及び濃塩酸を１４ｍＬ用い、こ
れらを混合し、ここに、０℃～５℃で３２％亜硝酸ナトリウム水溶液１５ｍＬを撹拌下に
加え、更に１時間撹拌してジアゾ化した。過剰の亜硝酸は、スルファミン酸で分解した。
このジアゾ液を、先に調製し１０℃に冷却したカップラー溶液に３０分かけて加えた。そ
して、２時間撹拌した後、室温まで昇温し、この液を塩酸でｐＨ＜１に調製し、再び２時
間撹拌して酸析した。析出した沈殿を濾別し、炭酸ナトリウム水溶液で中和溶解後、電気
透析により脱塩した後、エタノールと水の混合溶媒から再結晶することで、上記化合物（
１０）で表される色素化合物２２．５ｇを得た。得られたものが上記した化合物（１０）
の構造を有するものであることは、前記した装置及び条件で行ったＮＭＲ分析、質量分析
、ＨＰＬＣ分析及びＵＶ／Ｖｉｓ分光分析で確認した。以下に分析結果を示した。
【００７５】
［上記化合物（１０）についての分析結果］
［１］1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＤＭＳＯ－ｄ6、室温）の結果：
　δ［ｐｐｍ］＝１．３９（ｄ、３Ｈ）、２．１５（ｓ、３Ｈ）、５．０４（ｑｕｉ、１
Ｈ）、７．３８（ｄ、２Ｈ）、７．５８（ｄ、２Ｈ）、７．４０（ｄｄ、１Ｈ）、７．７
５（ｄ、１Ｈ）、８．３２（ｄ、１Ｈ）、８．８０（ｄ、１Ｈ）、１１．４１（ｓ、１Ｈ
）
【００７６】
［２］13Ｃ　ＮＭＲ（１００ＭＨｚ、Ｄ2Ｏ、室温）の結果：
　δ［ｐｐｍ］＝１４．５８、２２．６０、４８．０８、１１３．６５、１２４．０３、
１２４．２８、１２４．９４、１２５．４５、１２５．５１、１２８．２０、１２９．４
２、１４３．１９、１４３．２５、１４４．９６、１４６．４７、１４６．７７、１５９
．６９、１６２．４６、１６３．９２、１６９．４２　
【００７７】
［３］質量分析（ＥＳＩ－ＴＯＦ）の結果：
　ｍ／ｚ＝６２３．００（Ｍ－Ｎａ）-、３００．０３（Ｍ－２Ｎａ）2-、２８９．０３
（Ｍ－３Ｎａ＋Ｈ）2-、１９２．３７（Ｍ－３Ｎａ）3-

【００７８】
［４］ＨＰＬＣの結果：
　純度＝９７．１面積％、保持時間１０．４分（０．１ｍＭ　ＴＦＡ溶液－ＭｅＯＨ）
【００７９】
［５］ＵＶ／Ｖｉｓ分光分析の結果：
　λmax＝４２９ｎｍ、ε＝４３８１３Ｍ-1ｃｍ-1（溶剤：Ｈ2Ｏ、室温中）
【００８０】
＜合成例３～１８＞
　上記した合成例１に準じた方法で、前記一般式（１）中の、Ｒ1～Ｒ3、Ｘ1～Ｘ3及びＭ
が、それぞれ表１に示したものとなるように合成して、新規色素化合物（１１）～（２６
）を得た。これらの化合物（１１）～（２６）の構造は、前記した色素化合物（９）の場
合と同様にして、ＮＭＲ分析、質量分析、ＵＶ／Ｖｉｓ分光分析及びＨＰＬＣ分析で確認
した。
【００８１】
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【００８３】
［実施例２］
　実施例１で得られた色素化合物を使用してイエローインク液を調製し、評価した。
【００８４】
＜インク液Ａの調製＞
・合成例１で得られた色素化合物（９）　　　　　　３．５部
・エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　７．５部
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・尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル（株）製）１部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７３部
【００８５】
＜インク液Ｂ～Ｈの調製＞
　インク液Ａの調製において使用した色素化合物（９）を、先に調製した表１に示した各
色素化合物に変更した以外は、インク液Ａの調製と同様にして、インク液Ｂ～Ｈを作製し
た。
【００８６】
［比較例１］
＜インク液１０１及び１０２の調製＞
　実施例２のインク液Ａの調製において使用した色素化合物（９）を、下記に示した構造
の比較化合物（１）及び（２）に変更した以外は、インク液Ａの調製と同様にして、イン
ク液１０１、１０２を作成した。
【００８７】

【００８８】

【００８９】
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【００９０】
＜評価＞
　上記で調製した各イエローインク液をキヤノン（株）製バブルジェット（登録商標）プ
リンタＰＩＸＵＳ９５０ｉのインクカートリッジに充填し、下記のようにして画像を形成
し、得られた画像を用いて下記の方法で評価した。上記インクジェットプリンタにて、キ
ヤノン（株）製の写真光沢紙プロフェッショナルフォトペーパー（ＰＲ－１０１紙）に２
ｃｍ四方のベタ画像を、５％ｄｕｔｙ～１００％ｄｕｔｙまで５％刻みで印字させた。そ
して、得られた記録物を２４時間自然乾燥した。
【００９１】
［彩度］
　上記の方法で得た写真光沢紙上の各記録物について、反射濃度計Ｓｐｅｃｔｒｏｌｉｎ
ｏ（ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ社製）でＣＩＥ　Ｌ*ａ*ｂ*表色系における光学濃度及
び色度（Ｌ*、ａ*、ｂ*）を測定した。彩度は色特性の測定値に基づき、下記式によって
算出した。
　　彩度（ｃ*）＝√｛（ａ*）2＋（ｂ*）2｝
【００９２】
　上記の値を用いて、以下の評価基準で評価した。得られた評価結果は、表３に示した。
　Ｌ*＝９２のときのｃ*の値が
　　◎：ｃ*≧１１０
　　○：１１０＞ｃ*≧９０
　　×：ｃ*＜９０
　ｃ*が９０以上であれば、高品質な印字物が得られると判断した。
【００９３】
［耐光性］
　得られた１００％ｄｕｔｙパッチの印字物を、キセノン試験装置（ＸＬ－７５０、スガ
試験機（株）製）に投入し、温度２４℃、湿度６０％の条件下、１００ｋｌｘの雰囲気下
に１６８時間曝露した。印字物の反射濃度を、この曝露試験前後で測定した。そして、初
期イエロー画像濃度Ｙ0、曝露後のイエロー画像濃度Ｙfからイエロー濃度残存率（｛Ｙf

／Ｙ0｝×１００［％］）を算出した。評価基準は以下の通りである。得られた評価結果
は、表３に示した。
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　　◎：イエロー濃度残存率８０％以上。
　　○：イエロー濃度残存率７０％以上、８０％未満。
　　×：イエロー濃度残存率７０％未満。
【００９４】
［耐オゾン性］
　得られた１００％ｄｕｔｙパッチの印字物を、オゾンウェザーメーター（ＯＭＳ－Ｈ、
スガ試験機（株）製）にて、オゾン濃度１０ｐｐｍ、温度２４℃、相対湿度６０％の雰囲
気下に４時間曝露した。そして、印字物の反射濃度をこの曝露試験前後で測定した。得ら
れた結果は、前記した耐光性の場合と同様の基準で判断した。得られた評価結果は、表３
に示した。
【００９５】
［耐湿性］
　得られた１００％ｄｕｔｙパッチの印字物を、３０℃、相対湿度８０％の雰囲気下で１
週間保存した後、縁部のにじみ、色調変化を目視評価した。評価基準は以下の通りである
。得られた評価結果は、表３に示した。
　　◎：縁部でにじみは発生しておらず、且つ色調変化も感じられない。
　　○：縁部でにじみは発生していないが、色調が僅かに変化している。
　　×：縁部でにじみが発生している。
【００９６】

【００９７】
　表３より、本発明の色素化合物を用いたインクは、画像形成に用いた場合に、高い彩度
の画像を与え、しかも該画像は、耐光性、耐オゾン性及び耐湿性が良好な、高い耐候性を
有するものであることがわかった。このことから、本発明の色素化合物を用いたインクは
、イエローインク用色素化合物として非常に有用であることが確認された。特に、前記一
般式（２）で表される色素化合物を用いたインクによって形成した画像は、耐光性、耐オ
ゾン性、耐湿性が特に良好であることが確認された。
【００９８】
［実施例３、比較例２］
　実施例１で得られた色素化合物（９）と、先に化合物（８）として表したシアン色素化
合物（フタロシアニン化合物）を使用して、下記の組成からなるグリーンインク液Ｉを調
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製した。
【００９９】
＜グリーンインク液Ｉの調製＞
・合成例１で得られた色素化合物（９）　　　　　　３．０部
・化合物（８）で表されるシアン色素化合物　　　　０．６部
・エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　７．５部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
・尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル（株）製）１部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７２．９部
【０１００】
＜グリーンインク液Ｊ～Ｍ、１０３及び１０４の調製＞
　色素化合物を、それぞれ表４に示すように変更した以外は、グリーンインク液Ｉの調製
と同様にして、インク液Ｊ～Ｍ、１０３及び１０４を作製した。
【０１０１】

【０１０２】
＜評価＞
　上記で調製したグリーンインク液をキヤノン（株）製バブルジェット（登録商標）プリ
ンタＰＩＸＵＳ９５０ｉのインクカートリッジに充填し、下記のようにして画像を形成し
、得られた画像を用いて下記の方法で評価した。上記インクジェットプリンタにて、キヤ
ノン（株）製写真光沢紙プロフェッショナルフォトペーパー（ＰＲ－１０１紙）に２ｃｍ
四方のベタ画像を、５％ｄｕｔｙ～１００％ｄｕｔｙまで５％刻みで印字させた。そして
、得られた記録物を２４時間自然乾燥して評価用の印字物とした。
【０１０３】
［画質評価］
　得られたパッチを目視にて観察し、以下の基準で評価した。得られた評価結果を表５に
示した。
　　◎：グリーン部分の発色が明るく鮮やかで階調性の滑らかな画像が得られた。
　　○：グリーン部分の発色が明るく鮮やかであるが、中間調の鮮やかさが不十分であっ
た。
　　×：グリーン部分の発色に鮮やかさが見られなかった。
【０１０４】
［耐光性］
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　得られた１００％ｄｕｔｙパッチの印字物を、キセノン試験装置（ＸＬ－７５０、スガ
試験機（株）製）に投入し、温度２４℃、湿度６０％の条件下、１００ｋｌｘの雰囲気下
に１６８時間曝露した。印字物の曝露試験前後のＣＩＥ　Ｌ*ａ*ｂ*をＳｐｅｃｔｒｏｌ
ｉｎｏで測定し、ΔＥを下記式にて算出し判定した。試験前サンプルを（Ｌ0、ａ0、ｂ0

）、試験後のサンプルを（Ｌ1、ａ1、ｂ1）とする。
　　ΔＥ＝√（（Ｌ1－Ｌ0）

2＋（ａ1－ａ0）
2＋（ｂ1－ｂ0）

2）
【０１０５】
　評価基準は以下の通りである。得られた評価結果は、表５に示した。
　　◎：ΔＥは１５以下
　　○：ΔＥは１５以上２０未満
　　×：ΔＥは２０以上
【０１０６】
［耐オゾン性］
　１００％ｄｕｔｙパッチをオゾンウェザーメーター（ＯＭＳ－Ｈ、スガ試験機（株）製
）にて、オゾン濃度１０ｐｐｍ、温度２４℃、相対湿度６０％の雰囲気下で印字物を４時
間曝露した。印字物のΔＥを測定し評価した。得られた結果は耐光性の場合と同様の基準
で判断し、表５に示した。
【０１０７】
［耐湿性］
　１００％ｄｕｔｙパッチを３０℃、相対湿度８０％の雰囲気下で１週間保存した後、縁
部のにじみ、色調変化を目視評価した。評価基準は以下の通りである。そして、得られた
評価結果は、表５に示した。
　　◎：縁部でにじみは発生しておらず、且つ色調変化も感じられない
　　○：縁部でにじみは発生していないが、色調が僅かに変化している
　　×：縁部でにじみが発生している
【０１０８】

【０１０９】
　表５に示されているように、本発明の色素化合物を用いたグリーンインクＩ～Ｍによっ
て形成した画像は、耐光性、耐オゾン性及び耐湿性が、いずれも良好であることがわかっ
た。このことから、これらは、グリーンインク用色素化合物として有用であることが確認
された。特に、前記一般式（２）で表される化合物に含まれる色素化合物は、インクとし
て画像形成に用いた場合に、耐光性、耐オゾン性、耐湿性が特に良好な画像を与えること
が確認された。
【産業上の利用可能性】
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【０１１０】
　本発明の活用例としては、本発明にかかる色素化合物は種々の用途に適用可能である。
即ち、着色剤としての用途にとどまらず、光記録用色素やカラーフィルター用色素等の電
子材料への応用にも十分に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】本発明の色素化合物（９）のＤＭＳＯ－ｄ6中、室温、４００ＭＨｚにおける1Ｈ
　ＮＭＲスペクトルを表す図である。
【図２】本発明の色素化合物（９）（実線）、色素化合物（１０）（白抜き丸）と、比較
化合物（２）（破線）の、水中、室温における紫外可視吸収スペクトル（濃度：２．０×
１０-5Ｍ）を表す図である。
【図３】インクジェット記録装置の一例を示す斜視図である。
【図４】インクカートリッジの縦断面図である。
【図５】記録ユニットの斜視図である。
【図６】液体吐出ヘッドを備えたインクジェットカートリッジの一例を示す概略斜視図で
ある。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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